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◎令和4年6月26日から7月25日までに購入した本の中から、主なものを紹介します。 

◆ 文  芸  

 

◆ 実 用 書 

書   名 著者・出版社 書   名 著者・出版社 

青く滲んだ月の行方 青羽 悠  47都道府県・博物館百科 丸善出版 

やっと訪れた春に 青山 文平 
 

恋のトリセツ 黒川 伊保子 

はぐれ鴉 赤神 諒 「お金」で読む日本史 祥伝社 

リセット【「リカ」シリーズ】 五十嵐 貴久  まだ、法学を知らない君へ 有斐閣 

蹴れ、彦五郎 今村 翔吾  気くばりにいいこと超大全 西出 ひろ子 

学園の魔王様と村人 A の事件簿 織守 きょうや  すばらしき宇宙の図鑑 野口 聡一 

下鴨料亭味くらべ帖 柏井 壽  わが植物愛の記 牧野 富太郎 

仮面の復讐者【浜中刑事シリーズ】 小島 正樹  楽しくはたらく手作りエプロン ブティック社 

筆のみが知る 近藤 史恵  つるんと、のどごしのいいおやつ 中川 たま 

任俠楽団【任侠シリーズ】 今野 敏  

 

83歳、脱サラ農家の終農術 杉山 経昌 

怪談小説という名の小説怪談 澤村 伊智 花、瞬く光 蜷川 実花 

先祖探偵 新川 帆立 

 

はじめてでもよくわかるソロキャンプの便利帳 渡辺 有祐 

掬えば手には 瀬尾 まいこ あいまい・ぼんやり語辞典 森山 卓郎 

想い出すのは【藍千堂菓子噺】 田牧 大和 「私」という男の生涯 石原 慎太郎 

ショートショート実験室 田丸 雅智 結局、腸が 9割 川本 徹 

号外!幕末かわら版 土橋 章宏  10秒で治る!子どものねこ背のばし 小林 篤史 

あさとほ 新名 智  知られざる幕末の改革者河井継之助 稲川 明雄 

紙の梟 貫井 徳郎  ◆ 児 童 書 

揺籃の都【平家物語推理抄】 羽生 飛鳥  6 歳から親子で学ぶこども法律図鑑 遠藤 研一郎／監修 

茜さす日に噓を隠して 真下 みこと 

 

鳥は恐竜だった 鈴木 まもる 

墜落【冨永検事シリーズ】 真山 仁 宇宙食になったサバ缶 小学館 

残星を抱く 矢樹 純 6年 1組黒魔女さんが通る!!【17】 石崎 洋司 

あくてえ 山下 紘加 みどりの森のなかまたち たかどの ほうこ 

#真相をお話しします 結城 真一郎 ルビねこと旅の仲間たち 野中 柊 

海の教場 吉川 英梨 フードバンクどろぼうをつかまえろ! オンジャリ Q.ラウフ 

居場所がないのがつらいです 高橋 源一郎 おおきいちいさい たけうち ちひろ 

スマホになじんでおりません 群 ようこ じゃーんけん 山岡 ひかる 

1945わたしの満洲脱出記 稲毛 幸子 スイッチョねこ 朝倉 摂 

ファイナル・ツイスト【名探偵コルター・ショウ】 ジェフリー・ディーヴァー こうもり アヤ井 アキコ 
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最近さまざまな場面で聞くことが多い「マイナンバー制度」について、どのぐらい知っていますか？ 

マイナンバー制度の本に加え、関連する個人情報や社会保障制度に関する本を特集しています。 

新潟県出身の作家の小説や、新潟を舞台にした小説を集めました。「新潟づくし」な作品の数々を

お楽しみください。 

中央図書館、吉村昭記念文学館、ゆいの森子

どもひろばが一体となった、荒川区の複合

施設です。今年４月には「子どもの読書活動

優秀実践図書館」として「文部科学大臣賞」

を受賞しました（当館も受賞）。 

村上市が協定を締結している自治体のひとつである、東京都荒川区と荒川区中央図書館「ゆいの森

あらかわ」の紹介や関連本を展示します。図書館入り口前の掲示板も合わせてご覧ください。 

荒川区ゆかりの作家や、ゆい

の森あらかわ図書館が作成

したブックリストの本など

を紹介するよ！ 

◆『マイナンバーカード・マイナポータル徹底活用丸分かりマニュアル』 

日経クロステック／編集 日経ＢＰ 

◆『学校では教えてくれなかった社会で生きていくために知っておきたい知識』 

泉 美智子／監修 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

◆『小さな会社のマイナンバー制度』  村阪 浩司／著 あさ出版   ほか 

『ほどなく、お別れです』 

長月 天音／著 小学館 

美空は就活中の大学生。半年ぶり

にアルバイト先の葬儀場に復帰す

ると、僧侶の里見と組んで訳ありの

葬儀ばかり担当する漆原という男

性スタッフがいた。漆原は、霊感の

ある美空に目をつけて…。 

『栃尾郷の虹』 

玄間 太郎／著 本の泉社 

江戸天明・寛政期に生み出された

栃尾縞紬。凶作や飢饉で疲弊した

村々を救った反物を創製したのは、

ひとりの百姓の妻だった―。無名の

傑出した民百姓を描いた時代歴史

小説。 


